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要   旨：   オリーブ油は地中海食事の主な脂肪原料であり、地中海食事は冠状動脈性心疾

患およびある種の癌の低い発症率と関連する。 

ｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油中のフェノール化合物、たとえばヒドロキシチロソール

およびオレウロペインは、その独特な辛味およびその高い安定性の原因である。 

オリーブ油のフェノール化合物は、in vitro と in vivo の両方で強力な抗酸化物

であり、そして地中海食事で観察される健康的な作用の一部を説明できる他の強

力な生物学的活性を有すると、最近の研究結果が実証している。 
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